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G-51能動タイプ呼気弁の検討
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自発日乎l及仕事量の判精Ijのためlこ患者口元の圧力
をフラットに保ち、また町チューフ1の田島長の補

償やPAVのために、より喜渡に患者口元圧を市IJ1J卸す

る等という目的で患者口元の圧力をフィードバッ

クしてH照井封語刷噺乍させ、可沼教調脱

としてf鮪をさせる誌みを行つむ
従来の呼気弁のフラットダイアフラムをDCサ
ーボモータ男鴎力し{抵祖且つ高速にアナログに開閉

できる構造とした。

第l図l扮咽のtた情的耕輔生で左カ涜量出w1t寺
件、的判レブ開廓拒対寺!生である。

今回の鶏貨では古指回路の人工附及器側カ冶ら定

'出fiを流し、 Y ピース古~序力をフィートツ {'j ク 11:

)Jとして謝乍弁を市|胸し，気通吋王を I~標とする ・

匂iソJに保つように印刷を行つむ
日刊及はノ、ンスルドルフ社j鎚l刊及シミュレータ“シリ

ーズ1101"を使用し、コンブライアンス抑Iνα印
、気j畠母脱出ρん缶、 Dq4lA目安郷町分、胴突
気墨赤羽崩し日刊及樹り:2、日皮気努1JIDJ12rnt1j)
に設定し、定常流はων分としむ
σf設沼王力をO、5、10、15、20αHβ
とした日新別ループを殺図示す。

印1¥p圧力ゼロでは錦期新〉賄骨N.克により呼河寺
に気通有圧のわずかな上昇がみられるれ 5αHβ

以上で岨力ルーフ1お詮に閉じており附及仕事
量刑まとんと発生しないことを示してし唱。

次に、日開王力を吸知寺(サポート回 1 0α印

、呼知寺日E回 5α切の2値lこ変化させか和
気薗司圧を第3図に示す。
オーバーシュートが若干見られるれ吸知子気共に

誌百面重りの圧力初防鴇られた

以上のように本呼気弁を患者口元に配備するこ

とにより白剤搬下でCPAP時にはリザーノヤ〈ツ

-229-

グを使用することなくフラットな気道内圧を実現

でき、また吸知子気で目標圧力を変えることで

PCV、間VまたPAV等も実現できることカ苛被
された。
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第2図

15， PSV Waveform with PEEP 

[ 

q，10 
Z 
E 
U 

Q5 
‘ーコ
v> 
v> 

~ 0 
a 10 15 20 

[Sec] 
-5 

第3図




